聖所から流れ出る水ミッション　2009年エジプト・イスラエルチーム日程

10月26日（月）　成田空港第1ターミナル　北ウィングG11カウンターに、
11:45AMに集合。
　　　　　　　　 成田発14:40(KLM862)→アムステルダム着18:25  
アムステルダム発20:55(KLM553)→
10月27日（火）　カイロ国際空港着02:15AM  カイロのAbanoub Travelの出迎えを受け、ホテル・ピラミッド・インターコンティネンタルへバスで。ホテル泊。
朝食後、ホテルをチェックアウトし、ギザにあるピラミッドとスフィンクスを短く見学。ゴシェンの地を通り、スエズ運河経由でシナイ半島のシナイ山ふもとにあるホテルへ。途中で、昼食のランチボックスと、一人一人にミネラルウォーター大ボトルをお渡しします。ホテルで夕食。　夜は集会。（カイロ泊）

10月28日（水）　　シナイ山ふもと（モーセが神様と交わるために、聖なる山に登った際に、イスラエルの民が集まっていた所）で礼拝。その後、芝が燃えたとされる場所の6世紀時代の聖カトリーナ修道院を見学。シナイ砂漠を経由して、紅海海岸のヌエバ市で昼食。その後タバ（エジプトとイスラエルの国境）へ。国境を渡り、インマヌエルツアーとガイドが出迎え。イスラエル最南端のエイラット市へ。ホテルで夕食。夜集会。
 （エイラット泊）

10月29日（木）　朝食後、ヨルダン国境沿いを北へ向かい、アラバを通って世界でもっとも低地にある死海へ。死海のミネラル豊かな湖水に浮く機会があります。
死海湖岸沿いに2,000年以上前に死海写本が書かれたクムランを経由して、世界で最も古代の市である、エリコへ。昼食後、エリコを短く見学。午後、ヨルダン渓谷を通って、ガリラヤ湖畔のティベリア市へ。　
ホテルで夕食。夜集会。（ガリラヤ泊）

10月30日（金）朝食後、ガリラヤ湖下流の美しい景観の中、タボル山（伝統的に、変貌山とされている）へ。ここから、北はヘルモン山、南はサマリヤの山々まで、すばらしいパノラマ景観を楽しむ。小さな町ナイン（イエス様がやもめの息子を生き返らせた場所-ルカ7:11-17）に近いレストランで昼食。　午後、ギルボア山ふもとを通り、ベット・シェアン（デカポリスの市の一つで、BC10Cに、サウル王が、ペリシテ人の手により敗北した場所）へ。　この古代の町の遺跡を見学し、ヨルダン川のヤルデニット洗礼場所へ。ホテルに戻り、ホテルで夕食。夜集会。（ガリラヤ泊）

10月31日（土）朝食後、イエス様の弟子の多くの故郷であるガリラヤ湖の景観の中、

カナ（ヨハネ2:1-11、結婚式でイエス様が初めて奇跡を行われた場所）、
ナザレ（イエス様が地上での最初の30年間のほとんどを過ごされた場所）へ。　ナザレでは、生誕教会と、近くのシナゴク教会（イエス様が、イザヤ書61章から、論議を引き起こした説教をされ、その結果、丘のがけに連れていかれ、ナザレの人々が、イエス様をがけから突き落とそうとした―ルカ4:29―）へ。　次に、地中海沿岸沿いに、西ガリラヤへ向かい、古代の港町のアッコ市へ。　新約聖書の時代では、使徒の働き21章7節にあるように、アッコの名前は、プトレマイスに変わっていた。　使徒パウロがここを訪れ、「兄弟たちに挨拶し、一日彼らと過ごした」とある。　昼食後、ガリラヤ湖上流とガリラヤ下流の境で、「その光は隠れることがない山にある市」として有名な、ベット・ハケレム渓谷を通る。　ここは、ユダヤ人の3つの聖なる市の中の1つ。　短く見学後、午後遅く、ホテルへ戻る。ホテルで夕食。夜集会。（ガリラヤ泊）

11月1日（日）　ガリラヤ湖畔で新年礼拝。　その後、ガリラヤ湖の上方にそびえる、アベル山（イエス様が弟子たちに大宣教命令を与えたとされる場所）へ。　ガリラヤ湖の北西湖岸の各巡礼地へ。ここで、垂訓の山、コラジンの遺跡（イエス様が不信仰を叱った場所の1つ）、タブハ（5千人の給食の教会）、ペテロ首位権の教会、カペナウムの遺跡へ。（カペナウムは、イエス様が多くのしるしと奇跡を行われたところで、”イエス様ご自身の町”として知られている、国境の町。）ガリラヤ湖東岸にあるキブツ・エン・ゲブで、セント・ピーターズ・フィッシュの昼食。　午後、船でガリラヤ湖を渡ってホテルへ戻る。　ホテルで夕食。夜集会。（ガリラヤ泊）

11月2日（月）　朝食後、ゴラン高原・ヘルモン山（イスラエルの民の戦いの境に位置する、9,232フィートの山）へ。ヘルモン山の西側の斜面は、ヨルダン川の源流となっている。リフトで山頂へ登る。その後、バニアス（使徒ペテロが、イエス様を神の御子キリストと告白したピリポ・カイザリヤの場所）へ。レバノン国境近くにあるキブツ・ハゴシュリムで昼食をとり、時間があれば、近くのダン国立公園へ。午後遅く、ホテルで夕食。夜集会。（ガリラヤ泊）
11月3日（火）朝食後、ホテルをチェックアウトし、ギルボア山のふもと沿いを通り、エン・ハロッド（ギデオンがミデヤン人と戦うために、民を集めた場所）へ。　次に、大きな丘である、メギド（黙示録のハルマゲドン）へ。ここは、ソロモン王により、国を守るために建てられた、戦車の町の一つ。）その後、カルメル山の山頂を渡り、ムクラハ（いけにえの場所）へ。　ここは、預言者エリヤがバアルの祭司たちと会った場所（第一列王記18:17-40）

海岸沿いの平原を沿って、古代カエサリア・マリティマ（ローマの役人、ポンテオ・ピラトが座した場所）。　ここで、ローマ時代の遺跡である劇場を訪れ、この地の歴史についてのオーディオ・ビジュアル・ショウを楽しむ。昼食後、神の都（詩篇46:4）である、エルサレムへ。　まず、エルサレムを囲む高台から、エルサレムを少し見ることができる。　ホテルでチェックインし、夕食。　夜集会。（エルサレム泊）
11月4日（水）イエス様が、復活後、　天に昇られたオリーブ山の頂上からツアーを始める。オリーブ山頂上からは、聖書の世界の中心である、エルサレムを、古代エルサレム、現在のエルサレムとも、すばらしい景観で見ることができる。　山の各聖地を見学し、「しゅろの聖日の道」を下って、主の泣かれた教会、ゲツセマネの園、イエス様が裏切られる夜に祈られた場所にある、万国民の教会へ。旧市街の中に入る前に黄金門へ。「憐れみの門」と「贖いの門」の二つがあり、これは使徒の働き2:1-6にでてくる足なえの人が、座って物乞いをしていた「美しの門」として知られている。ステパノ門から旧市街に入り、ベテスダの池、ヴィアドロローサ（伝統的十字架の道。アントニオ要塞から聖墳墓教会）。もし、ゆるされるならば、神殿の丘を横切り、嘆きの壁にある、第二神殿の跡が唯一残っている所を訪れる。昼食後、シロアムの池、ゴードンのゴルゴタにあるガーデン・チューム（園の墓）へ。ホテルで夕食。夜集会。（エルサレム泊）
11月5日（木）朝食後、シオンの山にある最後の晩餐の場所、ダビデ王の墓、鶏鳴教会へ。そして、新市街にあるヤド・バシェムへ。その後、ベツレヘムへ。ここで昼食後、生誕教会と羊飼いの野を見学。ホテルへ戻り夕食。夜集会。（エルサレム泊：短く睡眠）
11月6日（金）未明、軽い朝食後ベングリオン空港へ。テルアビブ発05:30AM(KLM462)→
　　　　　　　アムステルダム着09:50AM  アムステルダム発17:40→

11月7日（土）成田着12:45(KLM861)

11月8日（土）成田着11/8（土）11:10AM
"SHALOM & SAYONARA"“シャローム、さようなら”

"主に信頼する人々はシオンの山のようだ。ゆるぐことなく、とこしえにながらえる。".
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